
スポーツ史研究第28号（平成２７年） 4９

原著
－

野球における投手のオーバースローの運動技術史
競技規則との関係から

鈴木直樹（下郷中学校）

Thehistoryofmovementtechniquesfortheoverhandpitchinginbasebaｌｌ

－Ｆｏｃｕｓｉｎｇｏｎｔｈｅｒｅｌａｔｉｏｎｗｉｔｈｒｕlｅｓｏｆｐｉｔｃｈｉｎｇ－

ＳＵＺＵＫＩＮａｏｋｉ

(ShimogoJuniorHighSchool）

Abstract

Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｔｏｃｌａｒｉfythehistoricaldevelopingprocessfromthemidl870swhen

baseballcａｍｅｉｎ,ｔｏ2008,aboutthemovementoftheoverhandpitchthatisoneoftechniquesofthe

pitcherinbasebalLTheresultofthisstudycanbeoutlinedasfollows、

ＷｈｅｎｂａｓｅｂａｌｌｃａｍｅｔｏＪａｐａｎｉｎｔｈｅｂｅｇinningofthel870s，ｔｈｅｐｉｔｃｈｅｒｍｕｓｔｐｉｔｃｈｔｈｅｂａｌｌｉｎａｎ

easyunderhandmotion､Ｉｎｌ８９５,AmericanrulesweretranslatedintoJapaneseforthefirsttimethe

historyofoverhandpitchingstartedaｔｔｈｉｓｔｉｍｅ､However,therewasnopitcher，smound,therefore，

thepitchermustgeneratethepowerｏｆｔｈｅｂａllbyhimself､Asaresult,torsomovementthatinclined

towardsecondbase,and,inclinedtowardhomebasedevelope｡、

Ｉｎｌ９０５,anewrulewasintroducedtoJapan､Thisruleprovidedfortheheightofpitcher'Ｓｍound

toamaximumheightofl5inches，Thischangemadethepitchermoreablｅｔｏｔｈｒｏｗｄｏｗｎｆｒｏｍa

highposition､Asaresult,themovementthatinclinedtowardhomebasewasemphasized．○nemore
reasonofthisemphasiswasthelocationofthestrikezone,Itwasidentifiedbetweenabatter，sknees
andhisshouldersonthebasisofaverticalposture，therefore，ａｓｐｅｅｄｂａｌｌｕｐｔｏｔｈｅｈｅｉｇｈｔｏｆｔｈｅ

shoulderwasagoodball､Ｔｏｔｈｒｏｗｔｈａｔｋｉｎｄｏｆｂａｌｌ,movementlikethatwasrequired、

Ａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅｌ９２０ｓ，ｔｈｅｔｗｉｓｔｉｎｇｏｆｔｈｅｗａｉｓｔｄｕｒｉｎｇａｎａrmswingwasgeneralized，In

addition，ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｔｏｒｓｏｍｏｖｅｍｅｎｔａｎｄｌｉｍｂｓｗａｓｕｔｉｌｉｚｅｄ，Therewasgraduallyan

increaseoftheattentiontoballcontrolbehindthisdevelopment・

Ｆｒｏｍａｒｕｌｅｏｆｌ９４１，thepitcherwaspermittedtostepbackbehindthepitcher，splate，before

steppingtohomebase、Asaresult，ｔｈｅｐｉｔｃｈｅｒｃａｍｅｔｏｂｅａｂｌｅｔｏｍａｋｅｍｏｒｅｏｆａｄｒｉｖｉｎｇｆｏｒｃｅｔｏ

ｔｈｅｈｏｍｅｂａｓｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎｂｙｒｉｓｉｎｇｕｐｈｉｓｌｅｇｕｐｅｘｔremelyhigh、Inordertogeneratethispower，a

followupmovementdeveloped；thetwistingtorsotothesecondbasｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｎｄｓｔｗｉｓｔｂａｃｋｔｏ
ｔｈｅｈｏmebasedirection

lnl956，thestrikezonewasreducedtobetweenthebatter'ｓｋｎｅｅａｎｄｈｉｓ“armpits，，，ｏｎｔｈｅｂａｓｉｓ

ｏｆｔｈｅ“battingposture"・Ａｓａｒｅｓｕｌｔ，theeffectofthespeedballinrelatiｏｎｔｏｔｈｅｈｅｉｇｈｔｏｆｔｈｅ

ｓｈｏｕｌｄｅｒｃａｍｅｔｏｂｅｃａｌled“ball”whichmeansnotastrike､Ａｎｄｔｈｒｏｗｉｎｇｔｏｔｈｅｌｏｗｅｓｔｈｅｉｇｈｔｃａme

tobethemostimportantfactor,therefore,themovementoftheincliningtorsowhichwasseensince

thebeginning，cametobeineffective，Andpitchinginaninclinedmovemenｔｃｈａｎｇｅｄｔｏａｖｅｒｔical
movementofthetorsoBecauseofthischange,thesubjectofthepitcherchangedfromaimingto

createbigpowerpitchesintostabilizingthecontrolofthepitch・

Ｉｎｌ９８８，theheightofthepitcher，ｓｍｏｕｎｄｗａｓｒｅｄｕｃｅｄｆｒｏｍａｈｅｉｇｈｔｏｆｌ５ｉｎｃｈｅｓｔｏｌＯｉｎｃｈｅｓ．
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Nextyear，ｔｈｅｕｐｐｅｒｌｉｍｉｔｏｆｔｈｅｓｔｒｉｋｅｚｏｎｅｗａsdroppedfromarmpit”ｔｏ“horizontallineatthe
“

midpointbetweenthetopoftheshoulderandthetopoftheuniformpants，，、Ｉｎｌ９９７，ｔｈｅｌｏｗｅｒ
ｌｉｍｉｔｏｆｓｔｒｉｋｅｚｏｎｅｗａｓｄｒoppedtobeneaththekneecap・Forthosereasons，thepitcherbeganto
putemphasisoｎｃｏntrol,especially,throwingthelowestballbecamethemostimportantsubject，
moresothanbefore・Ｔｏｔｈｒｏｗａｌｏｗｅｒｂａｌｌ，stabilityofmovementwastakenintoconsiderationas

well・Ｔｈｉｓｒｅｓｕｌｔｅｄｉｎｔｈｅｔｗｉｓｔｉｎｇｔｏｔｈｅsecondbasedirectionthathadbeenseensinceaboutthe
l940stobecomeineffectivｅｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅ，Ａｎｄｔｈｅｎ，ｔｈｅｍｏｖｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅａｒｍｓａｎｄｌｅｇｓ，such

asaforwardstepwithatwistinginwardmotion，abackswingwhilstliftinganelbow，aforward
swingwithatorsionmovemｅｎｔａｎｄｔｈｅｒｅｔｕｒｎｏｆｉｔ，developedAsasummary，ｔｈｅｖｅｒｔｉｃａｌｔｏｒｓｏ
ｍｏｖｅｍｅｎｔａｎｄｔｈｅtwistingdirectiontohomebasｅｉｓｔｈｅｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌｍｏｖｅｍｅｎｔｔｅｃｈｎｉｑｕｅｏｆ

moderndayoverhandpitchingofbaseball．

I．はじめに

１．本研究の意義と課題

本研究で問題とする「運動技術」とは，スポー

ツ運動学における｢ある一定のスポーツの課題を

もっともよく解決していくために，実践のなか

で発生し，検証された仕方｣'）という定義に基づ

いている。スポーツにおける「運動技術」につい

て，その発生と発達の過程に迫る「スポーツ技術

史」の構想が岸野雄三によって掲げられたのは，

1972年のことであった。岸野によれば，その頃ま

でのスポーツ史は，「スポーツの発展を文化との

関係から位置づけ，それを文化史的に一般化す

ること｣2)に研究の主眼が置かれていたため，「技

術を追求するスポーツマンに，直接には役だた

ない教養書になるという欠点も生じてきた｣3)と

いう。そうした状況を打破するために，「スポー

ツ運動そのものに眼をむけ，技術的な側面からス

ポーツの発達を追求していくようなスポーツ

史｣4）として，「スポーツ技術史」の構想が掲げ

られたのであった。岸野が述べているように，

「ルールは，安全と公平と，それに技術的な進歩

にあわせて，ゲームの興味が維持できるよう改

善｣5)される。では，その「技術的な進歩」はど

のような「運動技術」によって支えられ，どのよ

うに発達してきたのだろうか。あるいは，どのよ

うな「運動技術」の発達によってゲームが高度に

なり，その魅力が維持されてきたのだろうか。そ

のような人間の運動そのものに着目した運動技術

史を探究することはスポーツの歴史を繕<上で不

可欠であり，人間にとってスポーツとは何かを追

究していく上でも欠かせない視点である。

このような「スポーツ技術史」は，スポーツ運

動学においても重要な研究領域となっている。と

ころで，スポーツ運動学は，1968年に出版された

『序説運動学』のなかで，岸野雄三によって我

が国に紹介され6)，1981年には，Ｋマイネルの

『ＢＥＷＥＧＵＮＧＳＬＥＨＲＥ」が金子明友によって

「スポーツ運動学」というタイトルで翻訳．出版

された7)。そのなかでマイネルは，スポーツ運動

学における「考察の方法」のひとつとして「歴史

的．社会的考察法｣8)をあげている。さらに，ス

ポーツ運動学の領域のひとつとして「人類史的視

点に基づいたスポーツ技術やスポーツ運動系の史

的発展の研究」をあげ，「実践上から意義のある

問題は，たとえば２０世紀におけるスポーツ技術の

発達の研究や人類史的視点に立ったスポーツ運動

系の研究である｣9)と書き記している。一定不変

ではない「運動技術」は，その発生と発達の過程

のなかに位置づけることによって，より正確に捉

えることができるであろうし，最終的には，指導

現場に不可欠となる合理的な指導方法，正しい技

術認識の解明に貢献することも可能となる。

このようなことから，「スポーツ技術史」はス

ポーツ史とスポーツ運動学とが重なり合う大変重

要な研究領域であるといえる。ところが，管見し

た限りでは，スポーツ技術の歴史研究はこれまで

ごく断片的にしか行われてこなかった'0)◎そのこ

とは野球においても同様である。これまでのとこ

ろ，野球に関する歴史研究は，試合結果や競技記
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録，または日本的野球観及びプロ野球の成立過程

に関するものが大半であった。その一方で，たと

えば「オーバースロー」という投球方法ひとつ

とってみても，それがどのような「運動技術」に

よって行われ，時代とともにどのように変化して

きたのかということは，これまで，全く取り上げ

られてこなかった。

こうした現状を踏まえ，筆者は野球における技

や技術の発生と発達の過程を明らかにすることを

テーマとして，投手の代表的な投球方法である

「オーバースロー」について，「胴体の動き」，

「バックスイング｣，「フォワードスイング｣，「下

肢の動き」という順に，考察の視点を絞って，そ

の変容過程を明らかにしてきた'１)。

これらの成果を踏まえ，「オーバースロー」の

運動技術史を総合的に考察することが本研究の目

的である。その際，投手の投球に関する規則との

関わりに着眼して考察を進めた。競技規則は動き

を直接に規定するものであるため，相互に多大な

影響を及ぼし合っていると考えられる。したがっ

て，本研究では，競技規則との関わりのなかで

「オーバースロー」の「運動技術」はどのような

発達を遂げてきたのかを明らかにする。なお，こ

こでいう「運動技術」は，脚の上げ方や踏み込み

方，腕のスイングの仕方といった，「投球方法」

をより上手に行うための具体的な運動の仕方を意

味していることを確認しておく。

２．資料及び文献について

運動技術史を考察するための資料として，ま

ず，単行本や新聞，雑誌，部史といった文字資料

があげられる。この他にも，写真やイラスト，映

像といった非文字資料，さらには選手や指導者へ

の聞き取りなどもまた貴重な資料となり得る。一

方で，戦後にみられるスポーツ科学の研究領域に

おける理論や研究成果を把握しておくことも欠か

せない。本研究では，こうした資料のなかでも，

技術書・指導書を考察の範囲とした。選手や指導

者による指導書は，その果たしてきた役割を考え

ると資料の中心になると考えられるからである。

資料の特定については以下の手順で進めた。

まず，野球が日本に伝来したとされる1872年か

ら2008年までに出版された野球に関する文献759

冊を列挙した12)。続いて，タイトルを基にして，

技術害．指導書を抽出し，「オーバースロー」の

「運動技術」に関する記述がみられる212冊を特

定した。さらに，こうして特定された212冊の文

献を改正された規則とつき合わせながら「オー

バースロー」の運動技術史を考察した○なお，引

用にあたっては，旧字体漢字は新字体とし，かな

はそのままとした。

Ⅱ．「オーバースロー」の運動技術史

１．１８９５年の競技規則と我が国最初の「オーバー

スロー」

(,）伝来当初の競技規則

野球が日本に伝来した1870年代，今日のような

マウンドはなく，平坦な場所に「投手ボックス」

と呼ばれる四角形の枠があり，投手はその中から

投げなければならなかった。また，1885年に坪井

玄道と田中盛業によって編まれた『戸外遊戯法」

に，「可及的球ヲ『ホームベース」ノ位置ニ近ク

且打球者ノ全望スル高サニ之ヲ投グルーＩ（コト，

筆者注）二注意スベシ｣'3)とあるように，打者の

要求する高さにポールを投げることが投手の役割

であった。そのため，「投グル時ハ其両足ハ地上

ヲ踏ムヲ要ス其球ヲ「ホームベース』二向ツテ投

グルトキハ菅ヲ下二垂し後部ヨリ運ビテ球ヲ投グ

ベシ｣,4)と記されており，図’のように，伸ばし

た腕を振り子のようにして下からボールを投げ上

げなければならなかった。

(2)1895年の競技規則と「オーバースロー」のは

じまり

このころ頻繁にルール改正が行われていた米国

では，1872年には下手から肘を曲げて投球する

「アンダー．アーム・スロー」が認められると’

188,年に「サイド．アーム・スロー｣’’884年に

は「オーバー．アーム・スロー」による投球が認

められている15)。

我が国では1895年に，第一高等学校（現，東京
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大学）野球部によって米国の野球規則が初めて翻

訳された。この規則から上記のような制限はなく

なり，投手が「オーバースロー」で投球すること

が可能になった。ここに我が国における投手の

「オーバースロー」のはじまりをみることができ

る。ただ，一部のチームでは，競技規則に明記さ

れる以前から，「オーバースロー」を用いていた

ようである。「第一高等学校野球部史」には1890

年に「投ケ方及上捕り方二至リテー大革新｣'６１が

生じたとあり，この「一大革新」について，『慶

応義塾野球部史』には，「上手投や横手投を許さ

れた投手の投球も大いに進歩｣'7）したと記されて

いる。したがって，我が国における「オーバース

ロー」のはじまりを1890年とみることもできる。

1895年に訳出された規則においても，マウンド

や投手板はなく，「投手ボックス」からの投球に

変更はなかった。ストライクゾーンは．打者の

ＰＰ

(ユ）

･Ｐ

／

「直立姿勢」を基準として，「肩から膝」の範囲

であった。また，投球に際しては，一歩しか踏み

出すことは許されず，投球するとき以外は足を上

げてはならないと規定されていた。さらに，投球

前に一度動きを止めなければならないことは現行

規則と同様であるが，図２のように，胸の前に両

手でポールを保持したまま，打者後方にいる審判

にからだの正面を向けなければならなかった。

(3)「胴体の反動」による「オーバースロー」

平坦な場所から投球するために工夫されたのが

「胴体の反動」を使った「オーバースロー」で

あった。すなわち，1897年に中馬庚が著した『野

球』のなかで，この当時投手として大活躍した青

井敏男が「腰以上ヲそらし球ヲ投スルトキニ前二

か､《.み球ノ将サニ手ヨリ離レントスルトキニ腕ト

云上身体卜云イ腰ト云上足卜云上出来得ル限リノ

カヲ球二与エ｣'8)と記しているように，二塁側に

倒した胴体を本塁側に倒し返す反動によってボー

ルに与える大きな力を生み出そうとした。このよ

うな一連の動きを「胴体の反動」と呼ぶこととす

乙

伝来当初の投手の投球

（高橋慶太郎編：『ベースボール術』（復刻版）

同文館，1896年，口絵｡）

図２捕手の後ろの球審に正面を向けた投球前の姿勢

（中馬庚：『野球』（復刻版）前川文栄堂出版，

1897年，108頁｡）

①

図'１
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る。また，1897年に中馬庚が「此姿勢ヲ取ツテ猶

且ツ急速二投スルハＰ．（投手のこと，筆者注）

ノ最モ練習ヲ要スル所ニシテ又最モ興味アルノ所

ナリ」１９)と書き記しているように，打者後方にい

る審判に正面を向け，胸の前に両手でボールを保

持した姿勢から素早く投球することは，「出来得

ル限リノカヲ球二与へ｣20)ることと並び，この時

期の投手の大きな課題であった。

してしまっていた２１)。軸足で投手板を踏むように

なったのは，1905年，早稲田大学野球部（以下，

早稲田）による我が国初の米国野球遠征によっ

て，正しい使用方法が持ち帰られてからのことで

あった。また，この遠征を機にマウンドが導入さ

れ，その高さは「十五寸以上高かるべからず｣22）

と規定された。したがって，1905年から，今日の

投手と同様に，マウンド上にある投手板に軸足を

触れさせて投球するようになったわけである。な

お，図３のように，打者の「直立姿勢」を基準と

した「肩から膝」を高低の範囲とするストライク

ゾーンに変更はなかった。

②「ボデイー・スイング」の輸入

主将として米国遠征に参加した橋戸信は，帰国

直後の1905年に『最近野球術」を著している。そ

の緒言で「此害著述の旨趣は，重に米国野球大家

の，説明忠告に拠り，如何に野球術を，研究すべ

きかを説くのみならず，著者が親しく米国にあり

て見閉せる，重要なる多くの点を網羅し，些か我

幼稚な野球界に向ふて，貢献する所あらんとす

るに過ぎず｣23)と述べているように，米国で学ん

できた最新の野球理論を紹介することが本書執

筆の目的であった。そのなかで，「単に肩或は腕

の力に依らずして，善く全身の力を之に注ぎ得

る｣２４)ための動きとして紹介されているのが「ボ

ディー．スイング」である。1907年には，早稲田

の選手らによって橋戸が著した『最近野球術』

の内容を「何人にも分るやうに，成可<平易明

瞭｣25)にしようと試みられ，『ベースボール』が

出版された。そのなかでも，「今まで静止の状態

に居たものが，急に運動の状態に移るより身体な

り手なりを動かして居てそれから球を投げると，

身体にも力が入るし従って球も強い球が出る訳で

ある」26）と記されていることから，「ボディース

イング」は広く知られるようになった。その行い

方について，『最近野球術』では，「球を持てる腕

を，二回或は三回高く円を作るが如<に廻はし，

力の十分に入りたる機会を見て，両手を出来能ふ

丈け後方に引き，満身の力を肩に篭めて，球を繰

り出す｣27）と紹介されている。すなわち，投球の

2.1905年の投手板およびマウンドの導入と「運

動技術」への影響

(1)米国遠征による最新の野球規則および技術の

輸入

①投手板およびマウンドの輸入

1897年，投手ボックスから投手板に変更され

た。しかし，その使用方法を巡る論争の末，踏み

出し足で投手板を踏むという誤った解釈が定着

ｿ･'.』

》
令

ＦＲ９Ｋ

麓

瀞……●
〃

蕊
窟嵐……｡蕊

頁
圃
瓦
阿
可
抵

●
’
１

鍵
bf~

”

；

蕊謹：

野球における投手のオーバースローの運動技術史

〃〃ダ

棚
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図５肩の高さのボールを要求する捕手（1911年）

（野球界社編纂部編：『野球歴史写真帖』野球界

社，1922年，３１頁｡）

慶雁義塾大学野球部（以下，慶雁）の台頭は顕著

なものであり，両大学ともに，海外遠征の実施，

外国チームや外国人コーチの招待などを通して米

国野球界との交流を図り，いわゆる「科学的近代

野球」の摂取に努めた29)。早稲田と慶応のどちら

の野球理論においても強調されているのが肘を伸

ばした大きな「フォワードスイング」である。

前載した「最近野球術」には，米国選手で

あったマシューソンによる，「ストレート，ボー

ルは，腕を肩の上より，真直に突き出し，決して

手首や腕の関節を用いず全身の力を肩に集むるが

ごとくせよ，之れ秘訣なり」30)という技術論が紹

介されている。また，1920年から1922年まで投手

を務めた谷口五郎が1924年に著した「投手として

の投球法』でも，「腕の伸びきりたる所にて球を

離すべし｣３１)という記述がみられる。一方，慶応

については．1911年にシェーファーとトムソンと

いう２人の外国人コーチを招き指導を受けた。そ

の教えは門外不出の害となり，この当時の選手

に代々 受け継がれていった32)。その秘伝の害が，

1920年に『慶膳式野球戦術」という書名で出版さ

れると，そのなかにも手首や肘の使用を戒める記

述がみられる。すなわち，「投手論」を執筆した

森秀雄によって，「腕の最も延び切った時に投球

し，此の際決して腕を曲げてはならぬ。又肘を使

用する事は絶対に禁物である。何故ならば肩を痛

める事が早いからである｣33)と記されている。

こうした大きな「フォワードスイング」が強調

された要因として，マウンドの導入があげられよ

芋擬純撚琢野鱗※
〆
．
～
匙

直前，ボールをもった腕を前から後ろ28)に何度

かまわした後，図４のように両手を頭上に掲げる

ことで，全身の力を込めて投球することができる

ようになったのである。この「ボディー・スイン

グ」はやがて，「ワインドアップ」と名前を変え

て，今日まで受け継がれていることから，「オー

バースロー」の発達には欠かせない動きであった

といえよう。

(2)四肢の動きの発達

①大きな「フォワードスイング」

この時期，第一高等学校に代わって頭角を現す

のが，後に六大学野球リーグを構成するにいたる

私立大学である。とりわけ，先にあげた早稲田と

野球における投手のオーバースローの運動技術史

鍋） 縦）

図４投球前の「ボデイースイング」

（橋戸信：『最近野球術』（復刻版）博文館，

1905年，口絵｡）



野球における投手のオーバースローの運動技術史 5５

う。すなわち，打者よりも高いところから投げ下

ろすことができるようになったことで，本塁側に

胴体を倒す動きがスムーズに行えるようになる

と，必然的に大きな「フォワードスイング」を強

調することにつながったのではないだろうか。ま

た，図５のような捕手の姿勢が表しているよう

に，打者の「直立姿勢」の「肩から膝の間」を範

囲とするこの時期のストライクゾーンにおいて，

肩の高さのスピードポールが打者に対する有効な

ボールであったことも要因の一つとして考えられ

る。「胴体の反動」とともに腕を大きくスイング

することによって，ボールが高めに浮いてしまう

ことが予想される。しかし，そのようなボールこ

そ，この時代の理想的なスピードボールであり，

そのために「胴体の反動」や大きな「フオワード

スイング」は欠かせない動きであったと推察でき

るからである。

②大きな｢バックスイング」と二塁側への胴体倒し

腕を伸ばした大きな「フォワードスイング」

は，次第に「バックスイング」にも影響を及ぼし

た。すなわち，「バックスイング」においても，

腕を伸ばして大きくスイングすることが理想とさ

れるようになるのである。そのような記述は，

1921年の「野球技の科学的研究」にみられる。

著者であるＪ・マグローは，大リーグにおいて

1891年から1903年の12年間を選手として活躍した

後，1902年の途中から1932年までニューヨーク・

ジャイアンツの監督を務めるばかりでなく，そ

の問，１０度のリーグ優勝，ワールドシリーズで

も３度の優勝を果たした人物であった。本書は，

マグローが1914年に著した「ＨＯＷＴＯＰＬＡＹ

ＢＡＳＥＢＡＬＬ」を1921年に弘田親輔が訳出したも

のであり，これ以降，本書を引用あるいは参考に

している文献が多数みられることから，その影響

力の大きさは明らかであろう34)。このなかでマグ

ローは，「身体全体の重量を利して投球に費や」

すことができるという理由から，「中心を失はい

限りは身体や手は出来るだけ後ろへ引く方がよ

い｣35)と解説している。こうして，腕を伸ばして

大きく後方に引くことによってバランスを保ちな

がら胴体倒しが行えるようになるとともに，胴体

を倒しながら「バックスイング」を行うことに

よってより遠くに腕を引くことができるように

なった。

③下肢の動き

踏み出し足で投手板を踏んでいた頃は，下肢の

動きの課題は“正確に”あるいは“正しく”投手

板上に踏み出すことに終始せざるを得なかった

が，投手板を軸足で踏むようになったことで，下

肢の動きにも改良が加えられるようになった。こ

のことは，下肢の動きに関する記述が，投手板を

軸足で踏むようになって以降，はじめてみられる

ことからも明らかであろう36)。

その最初の文献が，前載した「野球技の科学的

研究」である。そのなかでは，下肢の動きに関す

る次のような記述が２カ所にみられる。ひとつ

は，脚を上げる局面について述べられているもの

で，「右足で全身を支え左足を上げて身体をぐっ

と思ひ切り後ろに引く」という記述，もうひとつ
マ＝､’

は，「投手の成否の分るる重要点は足の踏み方で

ある。始め両足は殆んど平行に打者から等距離に

投手板上に置く。球を投げると同時に左足は思い

切って強く踏み出す｣37）という記述であった。前

述した「フォワードスイング」や「バックスイン

グ｣，「胴体の反動」の発達は，こうした下肢の動

きの発達によって支えられていたとみることがで

きる。脚を上げることによって胴体を二塁側に倒

しやすくなり，それによって「バックスイング」

はより大きくなり，また，力強く踏み出すことに

よって本塁側への胴体倒しや「フォワードスイン

グ」の力も増大したことが指摘できよう。

３．コントロールへの関心の高まりと「運動技

術」の発達

(1)コントロールへの関心の高まりとその影響

1920年代後半にみられる「運動技術」の発達

は競技規則の改正よりもむしろ，この頃にみら

れる投手の「凡打主義」および打者の「待球主

義」によってコントロールへの関心が高まった

ことが影響している。
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早稲田と慶応が野球界をリードしていたこの時

代において，早稲田の初代監督を務め，1925年に

六大学リーグで優勝へと導いたのが飛田穂洲であ

る。1928年に出版された「ベースボール内野

編」は，飛田の野球論を全３編の著書にまとめた

うちの１冊であった。そのなかで飛田は，「どん

なに強打者として許された人でも，弱点とさるべ

きものがあり，その弱所を衝かれると多く凡打に

終わっている。投手にコントロールの要求される

のは，即ち此弱点を衝く為めである｣38)と，投手

の「凡打主義」と投手のコントロールについて述

べている。つまり，豪快に三振を奪う速球より

も，凡打で打ち取ることが投手の理想とされ，そ

のためにコントロールは必要不可欠とされていた

のである。

打者の「侍球主義」とは，「ウェーティングシ

ステム」とも呼ばれていた打者の戦術のひとつ

で，1923年に出版された近藤弥一の「野球の駈

引」によれば，「比較的コントロールの正鵠を欠

いているような場合に，（中略）出来るだけ多く

の球を，投手に投げさせて，疲労を少しでも早

からしめるように努めなければならない｣39)とあ

る。打者がこうした戦術をとっていたため，コン

トロールへの関心が増大することとなった。

(2)「腰のひねり」の一般化

この頃から，「胴体の反動」によって力任せに

投球するだけではなく，「腰のひねり」を加える

ことが重視されるようになる。そのような記述

は，飛田の『ベースボール内野編」でも確認す

ることができる。飛田はまず，「投球と同時に上

体が前に冠ぶさるやうにならねばならぬ｣40)と述

べて，それまでと同様に「胴体の反動」の大切さ

を指摘している。その上で，「腰の強弱は，球力

に多大の影響を及ぼす。投球の際は左の腰を十分

に前に出し，急速に捻らねばならぬ。この捻りが

急速にさうして十二分に捻られてないと，球の速

力が出ない｣４１）と解説している。このように「腰

のひねり」を入れることによって，いわゆる’腰

の入った「オーバースロー」へと発展し，より

大きな力をポールに与えることができるように

なった。また，1931年の「誠文堂野球叢書第二

巻.投手編.上」には，「投手が，スピードを加へ

るとか，よりよいコントロールを得るとか，又

カーヴを物にすると云ふのは，この腰や足や手首

の使い方によるのであります。これを巧みに使用

した場合には，全く見違へるやうになるものなの

です。腰の使ひ方とは，腰のひねりなのでありま

す。腰のひねりは，投球フォームの一種の原動力

であります｣42）とあるように，「腰のひねり」は

コントロールを安定させるという点でも重要な動

きとして一般化した。

(3)四肢の調和

また，飛田は『ベースボール内野編」のなか

で，「各部の調和」と題し，「各部といふのは投球

の主要部分なる手首，腕，肩等であるが，これ等

の運動に無理が生ずると完全な投球は得られな

い｣43)と述べている。このように「腰のひねり」

とともに注目されるようになるのが四肢を「調

和」させることであった。

①手首のスナップと左肩の引き込み

1928年の飛田による『ベースボール内野編」

では，手首のスナップについて，「スナップとは

投球の際手首を折るやうにすること」とした上

で，「手首に十分力が加はっている時には，ボー

ルがプレートを通過する時急に速力が増すように

感ぜられ，球に重味があるから打球に困難を生ず

る｣44）と解説されている。また，「肩及び菅はコ

ントロールに大きな影響を与える」として，「調

子の悪い時には，左肩を前に出し，右肩を思切り

後に引き，投球の際，左肩を急速に引き，右肩を

捕手の標的の方向へ十分に出す，それと同時に右

腕が延び切るやうにする｣45)といった「腰のひね

り」と連動した左肩の引き込み動作についても記

されている。

このうち，手首のスナップが発達した一因とし

て，この時期のストライクゾーンが「直立姿勢」

を基準として「肩から膝の間」であったことがあ

げられる。肩の高さのスピードポールは，打者に

とっては浮き上がってくるようにみえたため，

「ホップするボール」と呼ばれ，有効なボールで
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あった。そのようなポールを投げるための秘訣が

手首のスナップであるとされていたのである46)。

②脚の上げ方と踏み出し方

脚の動きについては，「投球の直前にあげられ

る足は三塁の方に向く位がよい。さうすれば腰も

正しく捕手の方に向けられる｣47)とある。前述し

た1921年の『野球技の科学的研究』にみられる

「右足で全身を支え左足を上げて｣48)という記述

と比べると，上げた脚の向きに焦点が当てられて

いることがわかる。このような脚の上げ方をすれ

ば腰のラインが本塁に対してほぼ直角となること

から，それによって腰を十分にひねるための準備

ができるようになったと考えられる。また，「踏
ママ

出されたる足は，必ず爪先から地面に落つるやう

にしなければならぬ。腫が先きにつくやうな踏出

し方は最も拙劣で，か＞る投球をなすものは立派

な投球が出来ない｣49)と記されているように，こ

の頃から，脚の踏み込み方の重要性を指摘する記

述がはじまった。

4.1941年の規則改正と「運動技術」への影響

(1)1941年の規則改正による投球前の姿勢の変容

1955年の『野球規則」における「附記（野球規

図６ 両足を投手板の上においている様子

（飛田穂洲：『ベースボール内野編』

実業之日本社，1928年，７９頁｡）

則適用の沿革)」によれば，1941年の２月に日本

野球連盟規則委員会が開催され，「米国における

1940年度の改正ルールを基として編纂された『日

本野球規則（広瀬謙三・山内以九士共編)』の採

用｣50)が決定された。この規則では，「多少の変

改を加へられたものが，七十一条中三十一条｣５１）

に及ぶほど多くの改正が行われた。

投手の投球に関する規則改正もそのひとつで

あった。それ以前，投球前の投手は，図６のよう

に，両足を投手板の上に置いておかなければなら

なかった52)。1941年の改正によって「軸足でない

他の足は投手板の側方に置かない限り，投手板の

面上，前方又は後方のいづれに置いてもよく，前

方又は後方に置く場合には投手板に触れて居なく

て差支えない｣53)とされた。すなわち，投手板の

側方に踏み出さない限り，図７のように，「一旦

後方へ一歩踏み出した後更に前方へ一歩踏み出し

て投球｣54)できるようになったのである。そのた

め，1941年の規則書の序文において広瀬謙三が

「此改正は投手の動作に自由を与へ投球に際して

従来に比し，より力を加へ得ること＞なった｣551

と解説しているように，この改正が「運動技術」

の発達に及ぼした影響には多大なものがあった。

(2)規則改正による「運動技術」の発達

①極端な脚の振り上げ

1941年の競技規則改正がきっかけとなって発達

した動きが，脚の振り上げである。1947年に吉田

要が編集した『野球読本」において，執筆者の三

宅大輔は，「強い反動を与えて身体の重心を移動

せしめるためには，左足（右投手の場合）を上げ

図'７

繊
投手板の後ろに一歩踏み出している様子

（森茂雄：『野球守備編Ⅱ』早稲田大学出版部，

1954年，228頁｡）
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図８津村栄治の極端な脚の振り上げと脚の踏み出し

（ベースボール・マガジン社編：『日本プロ野球

６０年史』ベースボール・マガジン社、左から４９

頁，８１頁，５７頁にある写真をつなぎ合わせた｡）

る必要がある。足は直線のまま（曲げずに）三塁

の方向へ出来るだけ高く上げなければならない。

そして足を上げると同時に身体を後方に曲折し，

足と身体との両方の反動を利用すべきである｣56）

と，自身が育てた津村栄治の「オーバースロー」

を理想とした投球動作を推奨している。すなわ

ち，図８のように，膝を伸ばして極端に高く振り

上げ，その反動をも利用してボールにより大きな

力を与えようとしているのである。

②「腰のひねり」から「腰のねじり戻し」への発達

脚を勢いよく振り上げることによって，本塁方

向に力強く踏み出すことが可能になった。本塁方

向への推進力とともに反作用として働く二塁側へ

の力も増大すると．その力を受けて腰を二塁側に

ねじり込む動きが発達した。

前載した1947年の『野球読本』では，「身体を

横に回転する動作を加へた方が反動が力強くなる

訳である。それには，後方へ曲折した身体を前方

へ曲折する時及び高く上げた足を下す時に，同時

に腰を九十度以上回転さして投球する方が有効で

ある｣57)と述べられている。また’1947年に三宅

が著した『続野球学』でも「上体を後方へ寝か

す時に，打撃のバック・スウィングの時と同様，

打者に正面を向けていた投手が,円の四分の一以

上，後方へ回転さし，投球と同時に，逆に回転さ

して，投球後の．投手は再び打者と正面に向ひ合

鵬
図９バックスイングと同時に行われる腰のねじり込み

（岩波書店編集部編：『岩波写真文庫35野球の

科学』岩波書店，1951年，４６頁｡）

う訳である｣58)と解説されている。

二塁側への腰のねじり込みから．そのねじり戻

しを活かした本塁側への腰のひねりと続く一連の

動きを，ここでは「腰のねじり戻し」と表記す

る。ただし，ゆったりと脚を上げてから重心移動

に移るようになるのは1960年代後半以降であるた

め，「トルネード投法」と呼ばれた野茂英雄投手

のように，ゆったりと脚を上げながら腰をねじり

込んでいたのではなく，図９のように本塁方向へ

の重心移動をしながら，なおかつ腕の「バックス

イング」と同時に腰をねじり込むような投げ方で

あった。

③「バックスイング」及び「フォワードスイン

グ」の変容

1940年代後半から「腰のねじり戻し」が「オー

バースロー」の中核的な「運動技術」となったこ

とによって，「バックスイング」は二塁側への腰

のねじり込みをリードするという新たな役割を担

うようになった。また，1949年に小野三千麿が著

した「野球』では「球の回転が多くなればホッ

プ（浮き上がる）する｣59)と解説されているよう

に，ボールの回転にも注目が集まるようになっ

た。そのため，ポールに多くの回転を与えるため

には，脱力することによって「ムチ」のような

「フォワードスイング」を行うことの大切さが説

かれるようになっている60)。
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(3)極端な脚の振り上げの否定と「腰のねじり戻

し」の重視

しかしながら，極端な脚の振り上げは，1950年

代には批判の的となってしまった。その記述は，

ボブ．フェラーが著し，翻訳された1952年の『私

のピッチング」にみられる。ボブ・フェラーは，

「まだ経験の浅かったころの私は，この左足を非

常に高く蹴り上げていたが，これはわるいこと

だ。これは身体のバランスをこわしがちだし，ま

たそれによって球にスピードが加わるとしても，

知れたものだからである｣６１）と述べて，極端な脚

の振り上げ動作を否定しているのである。その上

で，「速球を投げるにさいして，もつとも大切な

瞬間は，右足から左足へと体重を射出するときで

ある。ここで右足は再び重要な役わりを果す。す

なわち投手板の上に支えていた身体を，この位置

から前方へ押しやり，肩や腕をむちのように動か

す運動量を維持するのである｣62)と述べて，重心

移動の際に軸足で身体を本塁方向に押し出す動き

について解説している。

重心移動技術の主流が，極端に脚を振り上げた

反動を利用することから軸足で押し出す動きへと

移り変わったことによって，投球動作のバランス

を崩すことは減り，より安定した「オーバース

ロー」へと発展した。そして，ボブ・フェラーが

「身体はバランスを失わぬかぎり，できるだけ，

うしろにねじれ｣63)と述べているように，それに

よって，一層重視されるようになった動きが「腰

のねじり戻し」であった。また，1951年に岩波書

店が編纂した『岩波写真文庫３５野球の科学』で

も，投球動作について「体重の移動を利用して，

ねじり入れられた身体を鋭くひねりもどし，こ
ママ

の力を利用して腕を引き振I？，最後の段階で，

肘，つぎに手首の力を加えて，スウィングを加速

し，球を投げだすのである」６４）と，「腰のねじり

戻し」が強調されている。こうした傾向は，米国

投手の写真がいくつも掲載されているように，こ

のころから盛んに行われた日米野球によって米国

投手の「オーバースロー」を多くの人が目の当り

にするようになったこととも関係があろう。

５．１９５６年の規則改正とその影響

(1)ストライクゾーンの縮小と投手の新たな課題

前載した1941年の広瀬謙三と山内以九士による

『日本野球規則』では，ストライクゾーンにつ

いて，「打者の膝より低からず肩より高くないも

の｣651と，それ以前と同様に規定されている。し

かし，この規定には「註」が加えられ，1941年２

月に発足し，この規則を採用した日本野球連盟規

則委員会では，「自然体で構へた時」を基準とし

て，「膝頭の中点より脇の下迄の高さ｣66)に限定

していると書き加えられている。すなわち，基準

とする姿勢が「直立姿勢」から「打撃姿勢」へ

と変更されたことに加えて，「脇の下から膝頭ま

で」と変更されたことによってストライクゾーン

の高低の幅が縮小されているのである。ただし，

その一方，「全国中等学校野球連盟」が公認して

いた1946年の『野球規則」では，「膝より低から

図101956年のストライクゾーン

（セ・パ両リーグほか編：『公認野球規則』ベー

スボールマガジン社，1956年，口絵｡）
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図１１低めの球を要求する捕手

（大島信雄：『目で見る野球上達法』成美堂出版，

1964年，206頁｡）

ずまた肩より高くないもの｣67）と規定されている

ため，ストライクゾーンを縮小した規則がすぐに

統一規則として用いられたわけではなかった。

こうしたなか，1956年に野球規則委員会によっ

てプロ・アマ共通となる『公認野球規則』が制定

されると，図１０が掲載され，「自然の打撃姿勢を

とったときの脇の下から膝頭まで｣68)と統一され

た。さらに，1968年の規則からは，ボールの一

部分が通過すればストライクと宣告するそれま

での規定から，「高低に関してだけ，ポールの全

部｣69)が通過することへと変更されたことで，高

低の幅は一層狭くなった。

1964年に大島信雄が著した「目で見る野球上達

法」に「低めのストライクのほうが，高めのスト

ライクより，一般的に打ちにくい」という記述や

図１１とともに「捕手は，なるべく低くかまえる

ことが原則である_'70)とあるように，ストライク

ゾーンの縮小によって，低めにコントロールする

ことが投手の課題となった。一方，それまで有効

であった肩の高さのスピードポールは，見逃せば

“ボール”と判定されるようになり，その有効性

は失われていった。

(2)「胴体の反動」から「胴体の水平移動」へ

低めへのコントロールという新たな課題によっ

て，「運動技術」の発達の方向性は，いかに大き

な力を生み出すかということから，いかに効率

よく力を利用するかということへ移り変わって

いった。そのため，「胴体の反動」の有効性は次

第に否定されるようになった。1967年に別所毅彦

が著した『ピッチング教室』では，「左足の上げ

と同時に，上体を後方に倒す人がいるが，これは

よくない。力みすぎてバランスがくずれる」と，

胴体を二塁側に倒す動きの欠点を指摘した上で，

「上体はまっすぐか，軽く後方に倒れる程度がよ

い｣７１)と記されている。また，1975年に出版され

た『現代野球百科』においても，「後ろ肩を落と

さないように注意｣72)すべきであると指摘されて

いる。このように，脚を上げるときに胴体を倒さ

ず，両肩を水平に保つようにして重心移動を行う

動きを「胴体の水平移動」と呼ぶこととする。

「胴体の反動」が「胴体の水平移動」へと移

り変わる一方，「腰のねじり戻し」については

それまでと同様の記述がみられる。すなわち，

『ピッチング教室」には「腰を十分に右に回

す｣73)こと，『現代野球百科」においても「投手

はバランスを失わない限り，なるべく大きくその

からだを後方にひねるのがいい｣74)と解説されて

いる。

(3)「胴体の水平移動」と四肢の動き

①「腰のため」と下肢の動き

この時期の注目すべき新たな動きが「腰のた

め」である。この動きによって，「胴体の反動」

に頼らなくとも，大きな力をポールに与えること

ができるようになったことが「胴体の水平移動」

が発展する一因にもなっているからである。

この「腰のため」について詳細に論じられて

いるのが，先にもあげた，1967年の別所による

『ピッチング教室』である。別所は本書のなか

で，図１２を提示しながら次のように解説してい

る。「左脚をあげたままの状態で，腰を中心に前

方に移動させる。（あげた脚をすぐおろしてしま

うと「腰がはやく開く』状態になりよくない）つ

まり，この腰のはいった状態を前方に移動させ，

腰を切るポイントまでが“ダメ”になる。これが

『コントロール」「スピード』に重大な関係を持

つポイント」75)になる。また，「腰のため」とい

う表記こそ用いられていないが1975年に出版さ
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図１２腰のため

（別所毅彦：『ピッチング教室』鶴書房，

1967年，３３頁｡）

れた「現代野球百科』でも，「旋回76)が終わる前
ママ

に，からだを前方にのめらし始める」ことが陥り

やすい欠点であり，脚を上げたときに「ひといき

ついてから投球｣77)することが重要であると記さ

れている。

こうした「腰のため」がきっかけとなって，

「下肢の動き」にも変化がみられる。別所による

『ピッチング教室』では，まず脚の上げ方につい

て，「上げる足に力がはいりすぎると，自然に足

のおりる時間もはやくなり，“ダメ”ができずバ

ランスもくずれる」という理由から「軽く巻くよ

うな感じで右足（軸足）に接しながら上げる。足

先にも力をいれないように｣78)と記されている。

また，「軸足はできるだけまっすぐ伸ばし，前方

移動のさい．軽く折れるのがよい。左足を上げ

ると同時に軸足が折れると，ステップが広くな

り，コントロールが悪くなる｣79)とも指摘されて

いる。さらに，重心を低く保ちながら本塁方向に

向かって軸足を力強く押し出す動きが，「ドロッ

プ｡．アンド●ドライブ」という名称で我が国に紹

介され，発展を遂げたのもこの時期のことであっ

た80)。

②「バックスイング」の変容：肘の動きへの関心

の高まり

「胴体の水平移動」はまた’腕の「バックスイ

ング」を変容させる一因ともなった。肘を伸ばし

て大きく後方に引くような「バックスイング」の

なかにおいても．次第に肘の動き，特にその高さ

に注目する記述がみられるようになる。別所によ

る『ピッチング教室」では，まず「右腕が右脚に

触れるほど体の近くから回しはじめ，腕はネジ

曲げず，むしろ，手の甲が上向きになるようにし

て十分後方に伸ばす｣81）とある。その上で，「ひ

じを肩より高く上げすぎると手首の回転がスムー

ズにいかず，コントロールが乱れる。また，低す

ぎるとひじから出やすくなり，ひじを痛めると同

時に，腕全体のスイングが小さくなる」という理

由から，腕を引いた時には，肘の位置を「肩の高

さと同じ｣82)にすることが大切であると指摘され

ている。こうした肘の高さに関する関心が高まっ

たことが，後述する肘をつり上げるような「バツ

クスイング」の発達へとつながっている。

６．１９８０年代以降の競技規則の改正と「運動技

術」への影響

(1)1980年代以降の競技規則の改正

1988年の競技規則の改正によって，マウンドの

高さが「15インチ」から「10インチ」と低くなっ

た。また，翌1989年には，図13のように高さの上

限が「打者の肩の上部とユニフォームのズボンの

上部との中間点に引いた水平のライン｣83)に下げ

られたことでストライクゾーンは縮小された。さ

らに，1997年には図14のように，その下限が膝頭

の上部のラインから「下部のライン｣84)へと下げ

られ，より低めをストライクとするようになっ
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図141997年のストライクゾーン

（セ・パ両リーグほか編：「公認野球規則』

プロフェッショナル・ベースボールほか，

1997年，６頁｡）

た。こうしたことから，コントロールの重視，と

りわけ，ストライクゾーンの低めいつぱいに投げ

ることが，より一層重要な課題となってきた。

(2)「腰のねじり戻し」の否定

1997年の低めをストライクとする規則改正以

降，脚を振り上げる局面において身体の中心を

崩さないよう軸足で真っ直ぐに立つことが強調

されだした。伊藤栄治が監修した2001年の『野球

上達ＢＯＯＫピッチング」には，「左足を上げた時

に軸足となる右足でバランスよくきれいに立つ

こと」85）という記述がみられ，2003年の元プロ野

球選手の大野豊による「絶対うまくなるピッチ

ング」でも，「足を上げた時，軸足，ヒザ，股関

節，腰が，一直線上になければならない｣86)とい

う記述から確認することができる。また，早稲

田の監督であった磨武篤良が監修した2007年の

『１番になれるピッチング上達テクニック」に

おいても，「軸足，上体，頭がひとつのラインで

ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン

ズ

真っすぐ立つことが大事。ここでのバランスのよ

さが，次の動作となるステップ以降のバランスの

いい動きにつながる｣87)ということが強調されて

いる。

こうして，身体の中心を崩さず軸足で真っす

ぐ立ち，胴体を水平に保ち腰をねじり込まない

「オーバースロー｣，すなわち，「胴体の水平移

動」と「腰のひねり」を中核とした「運動技術」

が，今日の「オーバースロー」の主流となってい

る。

(3)四肢の動きの発達

このような「オーバースロー」が発展した要因

として，以下にあげるような，力を効率的に利用

するための四肢の動きが発達したことをあげるこ

とができる。なお，以下に取り上げる文献以降，

新たな「運動技術」を示す内容はみられなかっ

た。

下部

と==一一三五

図131989年のストライクゾーン

（セ・パ両リーグほか編：「公認野球規則｣）

プロフェッショナル・ベースボールほか，

1989年，６頁｡）
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①「腰のため」から「ヒップファースト」へ

1990年代の後半，1960年代からみられる「腰の

ため」はさらに，「ヒップファースト」という動

きへと変容を遂げた。すなわち，脚を上げてから

本塁方向への踏み込み動作を行う際，図l5のよう

に瞥部を先行させるようして重心移動を行う動き

である。そのような動きが詳細に述べられている

のが，1998年に手塚一志が著した『ピッチングの

正体」である。手塚は次のように解説している。

すなわち，「ケツからの並進運動を【ヒップ・

ファースト・フォール】と名付ける。肩から行う

並進運動は【ショルダー・ファースト・フォー

ル】と名付け区別することにする」とした上で，

「並進運動はケツから行うべきである。決して肩

から進んではならない。（中略）ケツから先に進

んでいくことで初めて，土台からの順序良い回旋

が実現可能となる｣88)と述べている。また，２００１

年の伊藤による「野球上達ＢＯＯＫピッチング」

でも，「ステップ動作に入るときのポイントは，

いかに尻が先行する形でキャッチャー側へ体重移

動ができるか。「尻がキャッチャー側に向かって

いく」ように動くことで，下半身のパワーがロス

なく使え，上半身と腕の動きも生きてくる｣891と

解説されている。このような動きはこれ以降の文

献にも見られることから，書部を先行させる重心

ＮUＭＬ

図45ａ前ケツ先行のヒップ．ファースト

図１５瞥部を先行させる「ヒップファースト」

（手塚一志：「ピッチングの正体』ベースボー

ル・マガジン社，1998年，７０頁｡）

移動が新たな「運動技術」として一般化したとい

えよう90)。

②踏み出し脚と軸足のねじり込み

踏み出し脚を内側に絞るようにする動きについ

て，1984年に平松政次が監修した「ピッチング」

では，「足の裏で着地するのではなく，足の親指

側の側面から着地するということ。つまり，左膝

を内側にしめて，親指のツマ先から地面をとらえ

る感じだ。ベタ足では，パワーをためることがで

きない｣９１）と解説されている。このような動きか

ら，両膝を内側に絞る動きが発達した。土屋弘光

が1988年に著した『ＮＥＷ野球テクニック投手．

守備編」には「前足が着地するまで，両足のひざ

を内側にしぼって（内側に向けて閉じて）前足を

ステップしていく」こと，そして「これは，投球

の一瞬にそなえて，腰と両足の『ため」をたくわ

えるためだ｣92）と述べられている。

③肘をつり上げる「バックスイング」

1980年代から，肘をまげて，肩の高さまでつり

上げるようにする「バックスイング」が発達す

る。1979年の林義一の『ぼくらの野球勝つ野

球』では，「"肩”を先に引き，ヒジ，手首，右手

の順で動かす｣93)という記述があり，1981年の川

上哲治の『ベースボールのすべて」においても，

「腕を振りあげる場合注意することは，手をあげ

るよりも肘を持ちあげる感じでやることだ。手を

上げようとすると肘が下がり，結果的に腕の振り

が小さくなって勢いのある球が投げられなくな

る｣94)と解説されている。

零
澱i蕊妻祷f｝鯉

図100スクラッチ・ｌＮスパイラルモーション

図１６肘をつり上げるバックスイング

（手塚一志：「ピッチングの正体』ベースボー

ル・マガジン社，1998年，141頁｡）
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さらに，1998年の手塚による『ピッチングの

正体」では，図16のような「腕全体を内側へし

ぼり込みながらの引っかき動作｣95)が「バツクス

イング」には必要であると指摘されている。ま

た，1999年に小山裕史が著した「初動負荷理論

による野球トレーニング革命」においても，「腕

の振り出しのタイミングを得て上腕の内旋，前

腕の回内，手背屈を加え」る動きを「かわし動

作（DodgeMovement)｣96)と呼び，この動きが

「バックスイング」には必要であると記されてい

るように，腕を内側にねじりながらつり上げるよ

うになった。このような「バックスイング」の発

達によって，胴体の水平を保ちながらも，「バッ

クスイング」の機能を十分に果たすことができる

ようになったのである。

④ねじり戻しを利かせた「フォワードスイング」

1998年の『ピッチングの正体」のなかで手塚

は，「肩から指先までネジリ戻しながら加速す

●正面から見たリリース

睡璽

2鱒聡

鰯雲i震,,,鰯謹溌

鵠 曲紗る

鴎 鯉蕊、劃.画墨

図１７ねじりとねじり戻しを利かせたフオワードスイ

ング（竹内久外志、花岡美智子：『150キロの

ボールを投げる」ナツメ社，2005年，１１頁｡）

る｣97)と述べ，ねじり戻しを利かせた「フオワー

ドスイング」について解説している。このような

「フォワードスイング」は他の文献にもみられ，

小山による『初動負荷理論による野球トレーニ

ング革命」のなかでも，「腕を強く内旋している

のはリリースの後です。ですから内旋しながら投

げようとしているととらえるのは非常に危険で

す」としながら，「よい動作では手首，前腕の回

内動作（手の甲が内側を向く）が加わります｣98）

と述べられている。2005年に竹内久外志と花岡美

智子の共著で出版された「150キロのボールを投

げる」においても，図17のようなイラストや「リ

リース前に手の平は一度左方向に向き，そこから

左にひねっていき，リリースでホーム方向に向

き，その後さらに左へのひねりを続け，最終的に

手の甲を左に向ける｣99)いう記述を確認すること

ができる。このように，1990年代後半から，ねじ

りとねじり戻しを利かせた「フォワードスイン

グ」が強調されるようになっている'00)。

Ⅲ．おわりに

本研究は，野球が我が国に伝来した1870年代か

ら2008年までの技術書および指導書を資料に，投

手の「オーバースロー」における「運動技術」の

発達過程を明らかにしたものである。

ベースボールが伝来した当時，投手は伸ばした

腕を振り子のようにして下からポールを投げ上

げなければならなかった。1895年，「オーバース

ロー」による投球を容認する米国の競技規則が初

めて翻訳されたことによって，日本野球投手の

「オーバースロー」の歴史が始まった。しかし，

この当時，今日のようなマウンドはなく，投手は

平坦な場所から投球しなければならなかったた

め，自らの動きによって大きな力を産み出さなけ

ればならなかった。そこで発達したのが「胴体の

反動｣，すなわち二塁側に倒した胴体を本塁側に

倒し返す動きであった。

1905年に行われた早稲田大学野球部による米国

遠征を機にマウンドが導入され，打者よりも高い

ところから投げ下ろすことができるようになる
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と，本塁側に胴体を倒す動きが強調されるように

なった。さらに，大きな円を描くような「フォ

ワードスイング」や腕を伸ばして大きく二塁側に

引く「バツクスイング」も重視されるようにな

る。また，打者の「直立姿勢」の「肩から膝の

問」を範囲とするこの時期のストライクゾーンに

おいて，肩の高さのスピードボールは有効なボー

ルであり，そのようなボールを投げる上で，「胴

体の反動」は欠かせない「運動技術」であった。

1920年代後半から，コントロールに関心が集

まるようになったことを背景にして，「胴体の反

動」に加えて，本塁方向に腰をひねる動きが一般

化するとともに，四肢の動きを調和させることが

重視されるようになった。

1941年，投球前に投手板の後方に足を一歩踏

み出すことが許された。これによって，勢いよ

く脚を振り上げることができるようになると，

力強い踏み出しが可能となり，その力を受けて

腰を二塁側にねじり込み，そのねじり戻しを利

用して投球するような動き，すなわち「腰のね

じり戻し」が発達した。

1956年，ストライクゾーンの上限が，「肩」か

ら「脇の下」に下げられ，基準とする姿勢も「自

然の打撃姿勢」に変更されたことで，高低の幅が

縮小された。その結果，肩の高さのスピードボー

ルの有効性が失われ，ストライクゾーンの低めに

投げることが新たな課題となった。そのため，

「胴体の反動」の有効‘性は否定され，胴体を傾け

ない「胴体の水平移動」が発達した。

1988年には，マウンドの高さが「15インチ」か

ら「10インチ」に下げられた。翌1989年には，ス

トライクゾーンの上限が「脇の下から」から「打

者の肩の上部とユニフォームのズボンの上部との

中間点に引いた水平のライン」へと下げられた。

また1997年には，その下限が「ひざ頭の下部のラ

イン」となり，より低めをストライクとするよう

になったため，コントロールの重視，とりわけ，

低めいつぱいに投げることが，それまでに増して

重要な課題となった。それに伴い，投球動作を可

能な限り安定させることが重視されると，踏み出

し脚と軸足のねじり込みや肘をつり上げる「バッ

クスイング｣，ねじり戻しを利かせた「フォワー

ドスイング」といった力を効率的に利用するため

の四肢の動きが発達した。これによって，胴体を

傾けたりねじり込んだりせずとも大きな力をポー

ルに与えることができるようになった。1997年の

低めをストライクとする規則改正以降，身体の中

心を崩さず軸足で真っ直ぐ立ち，胴体を水平に保

ち腰を捻り込まない「胴体の水平移動」と「腰の

ひねり」を中核的な「運動技術」とする「オー

バースロー」が主流となり，今日にいたってい

る。以上のように，投手の「オーバースロー」の

「運動技術」は競技規則の改正とともに，大きく

変わっていったことが伺われる。

本研究で残された課題は，施設・用具と「運動

技術」の発達との関わりである。「オーバース

ロー」の「運動技術」は，ボール，グラブ，ユニ

フォームやスパイクといった用具の影響をどのよ

うに受けて発達してきたのか，また，どのような

用具の改良を前提としていたのか。このような視

点から運動技術史を考察することが残された課題

である。
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121.

16）第一高等学校校友会編：『第一高等学校野

球部史」（復刻版）第一高等学校校友会，

1895,11頁｡（野球体育博物館監修：『明治期

野球名著選集』ベースボールマガジン社，

1980年｡）

17）慶礁義塾野球部史編集委員会編：『慶応義塾

野球部史』慶雁義塾体育会野球部，1960年，

２頁。

18）中馬庚：「野球」（復刻版）前川文栄堂出版，

1897年，77-78頁。（野球体育博物館監修：

『明治期野球名著選集」ベースボールマガジ

ン社，1980年｡）

本書について，『明治野球史」を著した功刀

靖雄は，「一高式野球の虎之巻であるばかり

でなく，わが球史以来，最も立派な画期的文

献である」と紹介している。（功刀靖雄：『明

治野球史」道遥書院，1969年、266頁｡）

19）注18）に同じ。215頁。

このなかで中馬は，「近時ノＰ・ノ技術大イ

ニ進歩シ若シ此規定ヲ存セサレバ変幻出没打

手走者共二其衝ヲ施スニ余地ナケレバナリ」

（215頁）と述べて，この規定の意義につい

ても触れている。

20）注18）に同じ。７８頁

21）君島一郎：「日本野球創世記」ベースボー

ル・マガジン社，1972年，126頁。

22）橋戸信：『最近野球術」（復刻版）博文館，

1905年，196頁。（野球体育博物館監修：「明

治期野球名著選集ｊベースボールマガジン

社，1980年｡）

23）注22）に同じ。緒言。
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24）

25）

26）

27）

28）

29）

30）

31）

32）

33）

34）

35）

36）

野球における投手のオーバースローの運動技術史

注22）に同じ。２４頁。

早稲田大学野球部選手編：『ベースボール」

彩雲閣，1907年，まえがき。

注25）に同じ。33-34頁。

注22）に同じ。２５頁。

前から後ろに腕をまわしていたことを直接示

す記述は見当たらないものの，後に谷口五郎

によって改良された，腕を後ろから前にまわ

す「ボディー・スイング」が「逆モーショ

ン」と呼ばれていることから推察できる。

この時期の米国野球界との交流，すなわち日

本チームの遠征や外国チームの訪日，外国人

コーチの訪日について，1981年に大修館書店

より出版された「スポーツ技術史」のなかで

渡辺融によってまとめられている。こうした

成果を踏まえながら，技術発達史という視点

から我が国とアメリカを含めた外国野球界と

の交流の歴史を改めて考察することは，野球

の運動技術史を紐解く上で欠かせないテーマ

である。今後の大きな課題としたい。

注22）に同じ。６１頁。

谷口五郎：「投手としての投球法」周文館，

1924年，２７頁。

詳細については2013年の研究ノートにまとめ

てあるので，そちらを参照されたい。

吉田興山編：『慶雁式野球戦術」三田書房，

1920年，123頁。

たとえば，横井春野が1928年に著した『中学

式野球戦術」（白楊社）や誠文堂が1931年に

編んだ『野球叢書第三巻.投手編.下」があ

げられる。また，腰本寿は1931年に執筆した

『私の野球」（三省堂）の序文で，マグロー

が著した「ＨＯＷＴＯＰＬＡＹＢＡＳＥＢＡＬＬ」

を参考にしたことを明記している。

J・マグロー著，弘田親輔訳：「野球技の科

学的研究」三田書房，1921年，258頁。

鈴木直樹：野球における投手の投球に関する

運動技術史的研究一オーバースローにおける

「下肢の動き」を中心にして－，「スポーツ

史研究」第27号所収，2014年，61-74頁。

37）

38）

39）

40）

41）

42）

43）

44）

45）

46）

47）

48）

49）

50）

51）

52）

注35）に同じ。258-259頁。

飛田穂洲：「ベースボール内野編」実業之日

本社，1928年，67-68頁。

近藤弥一：『野球の駈引」運動叢書刊行会・

二松堂書店，1923年，６６頁。

注38）に同じ。105頁。

注38）に同じ。５６頁。

赤木格：「投手投球フォームの苦心｣，誠文堂

編：『誠文堂野球叢書第二巻.投手編.上」

誠文堂，1931年，266頁。

この叢書は，当時活躍していた大学野球選手

による技術論を全12冊にまとめたもので，ま

えがきでは，「時代が要求している唯一最上

の指導書」と称されている。投手編は上巻と

下巻の２冊にまとめられている。

注38）に同じ。５３頁。

注38）に同じ。53-54頁。

注38）に同じ。５４頁。

鈴木直樹：「野球における投手の投球に関

する運動技術史的研究一オーバースローに

おける「フオワードスイング」を中心にし

て－｣，「スポーツ史研究」第26号所収，２０１３

年，49-62頁。

注38）に同じ。５７頁◎

注35）に同じ。258頁。

注38）に同じ。５７頁。

野球規則委員会編：『公認野球規則」鈴木竜

二，1955年，附記。

広瀬謙三：『日本野球規則」博文館，１９４１

年，１頁。

1910年の直木松太郎による『現行野球規則」

（野球界社，1910年）には，「投手は打者に

対して球を投ずるに先立ちて両足を地上投手

板の前面に固定し且つ打者に面して其位置を

取るべきものとす」と規定され，大正２年，

大正６年にそれぞれ改訂されてもなお，この

規定に大きな変更はなかった。また，投球に

際しては，「打者に対して投球動作を始むる

迄は何れかの一足を上げ若しくは其投球動作

に於て一歩以上を踏出す事を得ず」とも規定



53）

54）

55）

56）

57）

58）

59）

60）

61）

62）

63）

64）

65）

野球における投手のオーバースローの運動技術史 6９

されていた。また，投球前の両足の置き方に

ついて，大正２年に改訂された際に「投手板

の前方」から「投手板の前面」（65頁）に変

更され，大正６年には「投手板の前方又は投

手板面」（82頁）へと変更されているが，両

足を投手板の上に置いておかなければならな

いことに変わりはなかった。

注51）に同じ。４３頁。

注51）に同じ。４４頁。

注51）に同じ。４頁。

三宅大輔：「津村について」吉田要編：「野

球読本」高山書院，1947年，６６頁。

三宅大輔は，津村栄治に投げ方を直接指導し

た人物としても知られている。その技術論

は，本書（60-72頁）や三宅が1947年に著し

た『続野球学」（不二文庫）の中で詳細に

論じられている。

注56）に同じ。６７頁。

三宅大輔：「続野球学」不二文庫，１９４７

年，８頁。

小野三千麿：『野球」山海堂，1949年，２８

頁。

鈴木直樹：「野球における投手の投球に関す

る運動技術史的研究一オーバースローにおけ

る「胴体の動き」を中心にして－｣，「スポー

ツ史研究」第24号所収，2011年，41-53頁。

ボブ・フェラー著，内村祐之訳：「ボブ・

フェラーのピッチング」大日本雄弁会講談

社，1952年，２１頁。

著者であるボブ・フェラーは，1936年から

1956年まで大リーグのインデイアンスに在籍

し，通算266勝，2581奪三振という記録を残

している。その投げるボールの速さから，我

が国では「火の球投手」と呼ばれ，注目を集

めていた。

注61に同じ。３５頁。

注61に同じ。２１頁。

岩波書店編集部：『岩波写真文庫３５野球の科

学」岩波書店，1951年，４３頁。

注51）に同じ。４７頁。

66）注51）に同じ。４７頁。

67）飛田穂洲監修：「最新野球規則」朝日新聞

社，1946年，１２頁。

68）七・パ両リーグほか編：「公認野球規則」

ベースボールマガジン社，1956年，３６頁。

下限について，規則の本文中では「膝頭ま

で」とあるが，掲載されているイラストで

は「膝蓋骨の上部」とある。また，本規則

制定までの経緯について，1955年の「野球規

則」の「附記（野球規則適用の沿革)」によ

れば，1941年の２月に「日本野球連盟規則委

員会」が開催され，「米国における1940年度

の改正ルールを基として編纂された「日本野

球規則（広瀬謙三・山内以九士共編)」の採

用」が決定された。１０年後となる1951年の１

月には，「米国における1950年度の改正に

伴い，従来の『日本野球規則」に代えて，

『1950年改訂最新野球規則（神田順治編)」

に訂正補足を加えて適用した」。そして，

1953年の１月には，「1951年制定の規則書お

よび米国改正ルールに基づいて『最新野球規

則」が制定」され，翌年となる1954年の２月

と1955年の２月にも改正が加えられたので

あった。（野球規則委員会編：「公認野球規

則」鈴木竜二，1955年，附記）

69）七・パ両リーグほか編：「公認野球規則」

ベースボールマガジン社，1968年，３０頁。

70）大島信雄：「目で見る野球上達法」成美堂出

版，1964年，206頁。

71）別所毅彦：『ピッチング教室」鶴書房，１９６７

年，１７頁。

著者の別所毅彦は，1942年に投手として南海

に入団し，1949年に巨人に移籍した。１９６１

年までの現役生活を通して310勝をあげてい

る。1961年はコーチ兼任として，1962はコー

チ専任となる。同年，引退するが1964年から

1966は大洋ホエールズのヘッドコーチを務め

た。本書は，退団した翌年となる1967の12月

に，自身の投球理論をまとめたものもので

あった。なお，1968年から「サンケイアト
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72）

73）

74）

75）

76）

77）

78）

79）

80）

81）

82）

83）

野球における投手のオーバースローの運動技術史

ムズ」（1969年には「アトムズ｣，1970年には

「ヤクルトアトムズ」にチーム名が変更）の

監督となり，1970年に退いている。

ウォルター・オルストン，ダン・ワイスコツ

プ著，ベースボール・マガジン社編訳：『現

代野球百科」ベースボール・マガジン社，

1975年，130頁。

原著者であるオルストンは，1954年から1976

年の長期にわたり大リーグのドジャースの監

督を務め，その問，リーグ優勝８回，ワール

ドチャンピオン４回，また自身も３度の最優

秀監督賞に輝いている。また，本書のよせが

きでは，1961年から1974年まで巨人軍の監督

を務めた川上哲治が，監督当時取り入れたの

がドジャースの野球理論であったと打ち明け

ている他，巨人軍のコーチを努めた牧野茂も

「個人的に行ったのを含めて，過去５回ド

ジャースのキャンプを訪れている」と述懐し

ていることからも，日本野球界への影響力の

大きさがみてとれよう。

注71）に同じ。５０頁。

注72）に同じ。130頁。

注71）に同じ。３２頁。

打者を正面にした姿勢から，軸足を投手板に

触れさせながら振り上げ脚をあげて三塁側が

正面になるようにからだを回転させること。

注72）に同じ。129頁。

注71）に同じ。１６頁。

注71）に同じ。１７頁。

注36）に同じ。

注71）に同じ。１８頁。

注71）に同じ。２３頁。

セ・パ両リーグほか編：「公認野球規則」プ

ロフェッシヨナル・ベースボールほか，１９８９

年，３７頁。

1989年のストライクゾーンの改訂と同時に，

1968年以降続いていた「高低に関してだけ，

ボールの全部」という我が国だけの制限が撤

廃された。ただし，プロ野球については，

1986年から既に「ボールの一部分」へと変更

されていた。

84）セ・パ両リーグほか編：「公認野球規則」プ

ロフェッショナル・ベースボールほか，１９９７

年，３７頁。

85）伊藤栄治監修：『野球上達ＢＯＯＫピッチン

グ」成美堂出版，2001年，１１頁。

86）大野豊：『絶対うまくなるピッチング」アポ

ロ出版，2003年，１９頁。

87）礁武篤良監修：「１番になれるピッチング上

達テクニック」成美堂出版，2007年，４３頁。

88）手塚一志：『ピッチングの正体』ベースボー

ル・マガジン社，1998年，６２頁。

89）注85）に同じ。４１頁。

90）注36）に同じ。

91）平松政次監修：「ピッチング」鎌倉書房，

1984年，１２頁。

92）土屋弘光：「ＮＥＷ野球テクニック投手・

守備編」学習研究社，1988年，３４頁。

93）林義一：「ぼくらの野球勝つ野球」成美堂

出版，1979年，６２頁。

94）川上哲治：『ベースボールのすべて」文芸春

秋，1981年，８２頁。

95）注88）に同じ。140頁。

96）小山裕史：「初動負荷理論による野球トレー

ニング革命」ベースボール・マガジン社，

1999年，９８頁。

97）注88）に同じ。２３頁。

98）注96）に同じ。32-33頁。

99）竹内久外志，花岡美智子：『150キロのボール

を投げる」ナツメ社，2005年，１１頁◎

100)注46）に同じ。


